
チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ

わから
ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

19 1

子どもが伸び伸びとできるスペースとなってい
ます。十分なスペースがあると思います。広い
空間で活動できていると思います。

十分なスペースで職員の目が行き届くように、
継続して取り組んでいきます。参観などで保護
者の方に見ていただく機会を設け、行事など
の写真の発信をしていきます。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 18 2

話を聞いているとその様に思います。適切で
あ
ると思います。職員の専門性は分かりません。

契約時に職員の配置や専門性など、今一度
丁寧に伝えていきます。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された
環境になっているか。また、障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達
等への配慮が適切になされているか

18 2

バリアフリーになっていて子どもが安全に、安
心して遊ぶことができます。設備等は適切であ
ると思います。

見学や参観の時に、設備の説明も含めて丁寧
に伝えてき、子どもが安心安全で過ごせるよう
に努めていきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境と
なっているか。また、子ども達の活動に合わせた
空間となっているか

19 1

いつ見ても清潔で居心地よい環境となってい
ま
す。とても清潔であると思います。環境も整っ
て
います。

清潔な状態が維持できるように、日々の清掃
は
継続して行っていきます。その他にも気温や湿
度にも気を付け、子どもが過ごしやすい環境を
整えます。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、児童発達支援計画が作成されている
か

20

定期的なモニタリングにより適切に作成されて
います。

職員間で意見を出し合った上で、子どもの実
態
に合わせ、保護者のニーズに沿った個別支援
計画書を作成し、丁寧に説明をしていくことを
継

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、
「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的
な支援内容が設定されているか

19 1

子どもに合わせた支援内容が設定されている
と思います。

家族支援、地域支援に関して具体的な支援内
容を設定していきます。また、子どもを多面的
に捉え、子どもに合わせた支援計画書を作成
し、より良い支援ができるように継続して取り
組んでいきます。

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か

19 1

行われています。 個別支援計画を職員で共有し、同じ支援目標
を
持って支援していくことを継続して取り組んで
いきます。

8
活動プログラムが固定化しないよう工夫されてい
るか

18 2

工夫されていると思います。出来ていないこと
は継続で、出来たことはステップアップしてい
る
と思います。

多くの経験を積めるように、また季節感を子ど
も
が感じられるようにSSTや、運動・音楽・地域
交
流など、色々な活動を計画し実施していきま

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

8 3 9
他の子どもと接する機会がないため、触れ合
い
の機会があるといいなと思います。併行通園
の

今後、交流する機会がもてるように検討し、準
備
を進めていけるようにします。

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が
なされたか

18 1 1

入所の際に説明はありました。 契約時に分かりやすい説明が出来るように心
がけ、変更があれば再度説明をしていくように
します。

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら、支援内容の説明がなされたか

19 1

説明していただきました。 保護者の方に個別支援計画をお渡しする際
に、
支援内容を丁寧に説明することを継続して取
り組んでいきます。

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・
トレーニング等）が行われているか

10 1 1 8

実施はありません。利用回数が少なく、まだよ
く
分かりません。親が一緒に参加してこのような
時
どうすればいいかなど学ぶ機会があると嬉し
い

保護者の方のニーズに合った研修が実施出
来
るように検討します。また参観などを通して日
頃行っている支援方法を見ていただく機会を
設けていきます。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解ができ
ているか

20

リトムや送迎時、電話、来所した際にその日の
活動内容や子どもの状況を教えてくださり安心
できます。一日の様子をリトムに書いてくれる
ため様子を知れていいと思います。もう少し課
題を言ってもらえたらと思います。

連絡帳や送迎の際に子どもの様子を伝えるよ
うにしています。出来たことだけではなく、どう
して出来なかったのか、こうしたら出来たという
ことも伝えるようにしています。今後も保護者
の方と子どもの状況や課題を共通理解してい
けるように努めます。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する
助言等の支援が行われているか

17 1 2

定期的な面談以外でも相談すると丁寧に対応
して下さいます。いつも助かっています。助言
を
たくさんいただきたいです。

年に一回の個人面談や適宜電話相談を行っ
てい
ます。今後も保護課の方の困り感に寄り添い、
安心感や支援に繋がるように努めていきま
す。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携が支援されているか

12 1 1 6

今年度の実施はまだありません。２月のふれ
あ
いデーに期待しています。交流会の機会はと
て
もうれしいです。親子参加の遠足があるといい
か
もしれません。

保護者会や参観会の機会を増やすことを検討
し
ていきます。また保護者参加の行事がある際
には、保護者同士の交流が出来る機会を増や
していきます。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制が整備されているとともに、子どもや
保護者に周知・説明され、相談や申入れをした際
に迅速かつ適切に対応されているか

19 1

いつも丁寧にきちんと迅速にご対応して下さる
の
で嬉しいです。相談等もさせていただいていま
す。
相談に対してこぱんでの様子と家で取り組む
方
法をもう少し教えてもらえると嬉しいです。

気軽に相談が出来るように、保護者の方と
日々
コミュニケーションを取っていきます。職員同士
で解決策を話し合い周知し、迅速に返答でき
る体制を整えておきます。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

20

リトム等を通じて情報伝達されています。 連絡帳や送迎時に子どもの様子や必要な情
報を
伝えて行けるように継続して取り組んでいきま
す。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果を子どもや保護者に対して発信さ
れているか

15 1 4

情報紙や写真等でも定期的に発信して下さり
い
つも楽しみにしています。活動概要や予定など
は
お知らせ等で発信されています。ホームペー
ジ

行事前後で写真付きのお便りを発行したりえ
ん
フォトで日々の活動の様子を発信していくこと
を継続して取り組んでいきます。

19 個人情報の取扱いに十分注意されているか 19 1

守られていると思います。 個人ファイルは鍵付きの書庫に入れて管理し
て
います。また、個人情報を処分する際にはシュ
レッダーを使用し、情報の漏れがおきないよう

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明
されているか。また、発生を想定した訓練が実施
されているか

18 1 1

定期的に訓練がされています。その時の様子
も
教えていただいています。防犯マニュアル・感
染
症対応マニュアルはまだ周知されていない気
が
します。

周知出来ていないマニュアルは早急にお知ら
せ
をしていきます。継続して訓練を実施し、その
様子をお便りで伝えていきます。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ
の他必要な訓練が行われているか

20

定期的に訓練が行われておりLINEでの訓練も
あって安心しています。子どもからよく話を聞
き
ます。家でもダンゴムシの姿を見せてくれま

現在は、年に4回、様々な状況を想定した避難
訓
練を実施しています。今後も継続して取り組ん
でいきます。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 19 1

先生大好きで楽しみにできていると思います。
い
つもこぱんに行くことを楽しみにしています。幼
稚

「幼稚園も楽しいね」と共感しつつ、子どもたち
が
楽しんで通所できる場となるように支援内容や
行事の立案を行い、子どもに寄り添った支援

23 事業所の支援に満足しているか 20

子ども達への対応を見ていて仕事＋α、愛情
す
ら感じます。いつもありがとうございます。
５月過ぎ（マスクを取ってから）急成長し、出来

新しく入った職員は、現職員がサポートしつつ
保
護者の方に自己紹介をするようにします。ま
た、職員紹介のお便り等を出すようにします。

404 8 5 43 88%
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公表：令和　6年　2月　20日

事業所名　　こぱんはうすさくら　浜松南教室　　 保護者等数（児童数）　20 (20)　　　回収数　　20　　　割合　　100　％
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な
支
援
の
提
供

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）

保護者数・回収数を

必ずご記入ください。

（※本部で回収率を集計しておりま

す）

回収率は９０％以上を目指しましょ

う。

一部の不満足層の意見を

吸い上げることができるので、



チェック項目 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切である

机イスを出し入れしたりパーテーションで区切
り
空間を分けている。

今後も伸び伸びと過ごせるスペースを確保し
て
いく。

2 職員の配置数は適切であるか

放デイ職員もヘルプに入ってくれているので適
切
である.

今後も子どもの利用人数、状況に応じた体制
で
職員を配置していく。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環
境になっている。また、障害の特性に応じ、事業
所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等へ
の配慮が適切になされている

視覚化(絵カード)
生活空間内にあるものは最小限にしている。

扉の角の部分、走り回る子どももいるので、
念のため、保護シールやクッションを貼っても
いいかもしれない。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた空
間となっている

子ども達が帰った後は掃除をし、清潔を保てて
いる。
室温・湿度・消毒などに配慮している。

乾燥対策もこまめに行っていく。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標設
定と振り返り）に、広く職員が参画している

書面でやり取りをして、全員の意見を取り入れ
ている。
行事後には、終礼前に振り返りを行っている。

振り返りを行い、目標のすり合わせを行っていく。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対して事
業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向
等を把握し、業務改善につなげている

保護者からの意見を共有し、話し合う機会を
設けている。評価表はいつでも目を通せる位
置
に置いてある。

評価をもとに業務改善に繋げていく。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表
の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うと
ともに、その結果による支援の質の評価及び改善
の内容を、事業所の会報やホームページ等で公
開している

改善内容は、ホームページで誰もが見れるよ
う
公開している。

ホームページを公開していることを保護者の
方に
発信していく。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務
改善につなげている

現在は行っていない。 周知されていないため、周知していく。

9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保している

共有のボードで研修の案内が張り出されてい
る。
研修に参加し、知識を得ている。

研修に参加し、自信の資質向上を行っていく。
研修に全員が参加する機会はないが、研修内
容
を確認できるようになっているため、確認す

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー
ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支
援計画を作成している

職員間で子どもの課題を共有し目標を立てて
いる。

カンファレンスを十分行うだけでなく、保護者と
の
やり取りからニーズを把握して計画に反映して
いく。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ
れたアセスメントツールを使用している

個人記録を日々書き留めており、活用している。アセスメントツールを職員間で共有し、活用し
て
いく。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ
ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達
支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、
「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に
必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的
な支援内容が設定されている

地域支援は現在行っていないため、今後検討
できたらよい。

13 児童発達支援計画に沿った支援が行われている

職員間で目標を共有し、支援している。
支援計画を目に通したうえで支援に当たって
いる。

ミーティングで話し合い、確認を行っていく。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている

職員同士で話し合い、広い視野で立案している。今後も意見を出し合い、良い活動プログラムを
立てられるようにする。

15 活動プログラムが固定化しないよう工夫している

室内・屋内バランスよく、活動に取り入れてい
る。
月案のファイリングを行い以前の活動内容を
確認しつつプログラムを決めている。

子どもの発達に繋げられるよう様々なプログラ
ムを取り入れる。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適
宜組み合わせて児童発達支援計画を作成してい
る

その子その子に合った支援を計画している。 子どもの様子を把握し、課題や成果を確認し
て
いく。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その
日行われる支援の内容や役割分担について確認
している

朝礼で情報伝達をしている。
ホワイトボードを活用して役割や内容をいつで
も確認できるようにしている。

時々、伝達漏れがあるため申し送りを紙で記
入、
口頭でも行うようにする。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その
日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等
を共有している

終礼で打ち合わせを行い日報に記録してい
る。
打ち合わせに参加できない職員にも内容を共
有している。

気付いた点を共有し、対応策を考え実行して
いけるようにする。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支
援の検証・改善につなげている

打ち合わせ時に記録をし、いつでも読み返せ
る
ようにする。

改善する場合は意見を出し話し合いの場を設
ける。

20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画
の見直しの必要性を判断している

計画作成時にカンファレンスを行っている。 カンファレンスを行い、以前の個人記録を見直
し、
検討していく。

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が
参画している

施設長が参加をしている。 施設長が参加しているが、どの職員も参加で
きる
体制を整えていく。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関
係機関と連携した支援を行っている

関係機関と連携し、情報共有を行っている。 連携しているがその他の機関とも連携できると
良い。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）地域の保健、
医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携
した支援を行っている

現在、医療ケアのある子どもはいない。 今後、医療ケアの必要な子どもが利用するこ
と
になった場合には、連携した支援を行ってい
く。

24
（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害の
ある子ども等を支援している場合）子どもの主治
医や協力医療機関等と連絡体制を整えている

現在、医療ケアの必要な子どもはいない。 今後、医療ケアの必要な子どもが利用するこ
と
になった場合には、連絡体制を整えていきた
い。

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内
容等の情報共有と相互理解を図っている

情報共有が出来ている。園への訪問や、電話
で
のやり取りを行っている。

情報交換を行っている。必要な際は、連絡を
取り、
共有していく。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小学
部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解
を図っている

サポートかけはしシートを作成し、情報を共有
している。

今後も連携し、情報共有と相互理解を図っていく。

公表：令和　6年　2月　20日 事業所名　　　こぱんはうすさくら　浜松南教室　
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児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事業
所、発達障害者支援センター等の専門機関と連
携し、助言や研修を受けている

連絡会へ参加している。 連絡会は、施設長が参加している。職員も参
加
できる機会があれば参加していく。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障
害のない子どもと活動する機会がある

現在は行っていない。 交流の機会を設けていきたい。

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・
子育て会議等へ積極的に参加している

個人的には参加していない。
施設長が参加している。

参加していない職員もいるため、参加していき
たい。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解を持っ
ている

連絡帳や送迎時に情報共有をしている。必要
な
場合は朝礼や終礼、ホワイトボードに書き、
共通理解をしている。

送迎時や連絡帳で伝えきれない場合は、電話
や
面談にて伝え、共通理解を得る。

31
保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者
に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ
ング等）の支援を行っている

教室で行っているやり方を伝えている。 家での様子も聞き、子供に合った支援を行っ
て
いきたい。職員のペアレント・トレーニングの
研修を行い、実践できるようにしていく。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を
行っている

契約時などに説明している。 今後も丁寧に説明を行っていく。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに
基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな
がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発
達支援計画の同意を得ている

計画作成後に、支援内容を丁寧に説明し、
同意をいただき署名捺印をいただく。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行って
いる

個人面談の実施だけでなく、連絡帳や送迎時
などに助言を行っている。

相談内容に対し職員間で話し合い共通理解
したうえで送迎時、誰が応じても同じ答えが
できるようにしていく。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催
する等により、保護者同士の連携を支援している

年に１回ふれあいデーを開催している。 今年度は２月に保護者同士が交流できる場を
設けている。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速か
つ適切に対応している

職員間で相談して対応している。 相談があった際は、職員間で共有し迅速に対
応
できるようにしていく。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して
発信している

行事前にお便りや「えんフォト」を発信している。継続してお便りや写真の発信を行っていく。

38 個人情報の取扱いに十分注意している

個人ファイルは鍵付きロッカーに保管してい
る。
処分の際はシュレッダーを使っている。

継続していく。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしている

分かりやすいように視覚教材を用いている。 伝え方を工夫していく。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開
かれた事業運営を図っている

地域の施設をお借りして避難訓練や体験活動
を
行っている。

何か地域の方と関わることが出来るイベントが
あれば良い。

41
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知
するとともに、発生を想定した訓練を実施している

火災・地震いろいろな場面での避難訓練を
行って
いる

保護者へのマニュアルは周知していない。
訓練は実施しているが、マニュアルは周知でき
て
いない。
職員・保護者に周知していく。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ
の他必要な訓練を行っている

定期的に避難訓練を行っており内容も様々な
状況を想定し、毎回変えている。

非常時の備品は取り出しやすい位置に置き、
どこにあるのか再度確認していきたい。

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど
もの状況を確認している

個別面談時に確認している。薬の詳細や
服薬方法を事前に確認している。

投薬忘れがないか、二重チェックをしても良い
かもしれない。

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指
示書に基づく対応がされている

職員間で必ず共有し、個別対応している。
アレルギーのある子はお弁当を持参してい
る。

今後も、契約時に保護者から伺っている。

45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有し
ている

ファイルを作成し、都度事例の記入をした上で
職員間で共有している。

書くことは知っているが実際に見たことが無い。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保す
る等、適切な対応をしている

虐待を防止するための研修に職員が参加
している。

研修に参加していない職員がいるため、順番
に
参加できるようにしていく。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前
に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援
計画に記載している

契約時にお伝えしている。 どのように保護者の方に伝えているのか、
職員間でも共有し、やむを得ず身体拘束した
際には、保護者に速やかに報告を行う。

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

6 0

6 0

6 0

4

1 5

3 3

6 0

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

2

6 0

6 0

6 0

6 0

1 5

6 0

2 4

非
常
時
等
の
対
応

5 1

6 0

6

4 2

0

6 0

5 1

4 2



保護者数・回収数を

必ずご記入ください。

本部で回収率を集計しておりま

す）

回収率は９０％以上を目指しましょ

う。

一部の不満足層の意見を

吸い上げることができるので、


